
デザイナーズベイビーから⼈権保障について考える中学校における新しい⼈権の学習 
 
１ 校種・教科・科⽬（分野） 中学校・社会科・公⺠的分野 
 
２ 単元名 新しい⼈権 
 
３ 学習指導要領上の位置付け Ｃ（１）私たちと政治  
 
４ カリキュラムマップとの関連性  市⺠の権利と責任 科学技術と社会の発展 
 
５ 単元⽬標 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう⼒・⼈間性 
社会の変化に伴って⼈権の
考え⽅が変化していく中で
も，政治が⼤切であること
を理解している。 

正義と幸福に着⽬して，新
しい⼈権が認められてきた
理由について多⾯的・多⾓
的に考察し，表現している。 

新しい⼈権が認められてき
た理由について，現代社会
の課題に主体的に社会に関
わろうとしている。 

 
６ 単元の特⾊（教材観） 
  社会の急激な進歩の中で⽣きていく⽣徒たちが、⼈権が変化していくことを理解し、

新しい⼈権が新たな対⽴を⽣むことがあることを実感することができる単元である。 
７ 単元計画 

時間 ねらい・学習活動 重点 記録 評価 
１ ・新しい⼈権について知る。  

産業や科学技術の発展と社会の
変化による「新しい⼈権」の必要
性と内容について知る。 

知識 
技能 

 環境権や⾃⼰決定権など「新しい⼈
権」が認められてきた理由について
理解している。 

２ ・情報社会の中の新しい⼈権につ
いて知る。  
情報化の進展によって登場した
知る権利・プライバシーの権利・
インターネットと⼈権の内容に
ついて知る。 

知識 
技能 

 情報化の進展に伴う具体的な課題
と認められてきた権利の関係につ
いて，理解している。 
インターネットの発達など，情報化
の進展に伴ってどのような課題が
⽣まれどのような権利が認められ
てきたのか，適切に表現している。    

３ 
４ 

・デザイナーズベイビーの是⾮を
考えること通して、新しい⼈権がど
のような対⽴を解消し、新たな対⽴
を⽣むのかを正義と幸福を通じて
考える。 

思 考
判 断
表現 

〇 ・新しい⼈権がどのような対⽴を解
消し、新たな対⽴を⽣むのかを正義
と幸福を通じて考える。 
 

 



８ カリキュラム・マネジメント 
 この単元は、⼈権についてのまとめとなる。社会が急激に進歩していく中で⽣きていく
⽣徒たちにとって、⼈権が固定化されたものでなく、時代ごとで変化していくことを理解
し、新しい⼈権を認めることが新たな対⽴を⽣むことがあることを学ぶ。効率と公正、誰
にとっての正義と幸福なのかについてまで深く議論することができると考えられる。新し
い⼈権⾃体が約７５年前に成⽴し、硬直化しつつある⽇本国憲法の限界を感じることがで
きるため、９条の改正について取り上げることが多い憲法改正について、⼈権の保障の⾯
でも触れることができる。そのため憲法改正について９条の代わりに多⾯的に話し合うこ
とができることが考えられる。 
９ 実施概要と実施した様⼦ 

第３次の導⼊で⽣徒にクラスの理想の⼦どもを作ろうとい
う発問をして、性別、⾒た⽬、才能をクラス全体で選択させる
ことでデザイナーズベイビーの作成を疑似体験させた。その
後、デザイナーズベイビーを社会的に認めていくかどうかを全
体で話し合った後、個⼈でこの仕組みを認めていくかどうかを
判断させた。 
クラスＡでは１８⼈が認めるという判断をし、認めないという
⽣徒は６名だった。 
認めるという⽣徒は、⼦どもを持ちたいと思っている様々な
カップルが⼦どもを持つことができるのはとても
良いと思うという求めた⼈にとっての幸福を
重視する意⾒が多かった。また、⾃分たちに
関係ないという社会全体について気づいてい
ない⽣徒もいた。 
しかし、認めていく中でもある程度制限をか
けるべきだという⽣徒もいた。認めないとい
う⽣徒は⽣まれてきた⼦どもについて着⽬
し、その⼦どもの幸福を考えて判断していた。ま
た、中学校段階もあるのか親の理想が押しつけ
られるのはつらいと⾔う意⾒も⾒られた。 



クラスＢでは、認めるが１４名、認めないが１３名という拮抗し
た形になった。認めるという⽣徒は、少⼦⾼齢化の解決策として
や、同性愛などの多様なカップルが⼦どもを持つための⼿段とし
て認めていくという最初からかなり制限をかけて認めていくこと
を考えていた。認めないという⽣徒は、親の理想ではなかった場
合、⼦どもを認めずに、新しい⼦どもを⼿に⼊れようとするとい
う⼦どもを商品のように考えるという市場経済に飲み込まれる可
能性があるという視点や、富裕層のみが優秀な⼦どもを持つこと
で、格差が広がってしまうという社会全体の格差拡⼤の
視点、⾃分たちがいくら努⼒してもデザイナーズベイビ
ーを超えられないという不公平感の視点という様々な視
点から認めないという⽣徒がいた。第４次では、グルー
プワークでレーダーチャートに意⾒をまとめていった。
軸としては倫理に重点を置くために、誰にとっての正義
と幸福なのかという概念を軸に⼊れた。 
第４次では右のレーダーチャートを使って
班の意⾒を分析させ、その班のホワイトボ
ードシートを⾒合い、コメントをつけてい
った。 

クラスＡは求める⼈の⾃由だから正義で
あり、幸福を追求することについて推進し
ていくことは良いという⾵潮で話し合いが
進んでいくグループが多かった。また、コ
メント機能を使っての意⾒の伝え合いの段
階では世界と⽇本を分けて考えて少⼦⾼齢
化している⽇本の場合は認めるというグル
ープに多くの賛同者がいた。しかし、全体で話し合う
場⾯になった所、⼦どもを優先すべきだという⽣徒の
意⾒が強くなってきた。また、その⼦どもの幸福を考
えるべきであるという科学技術がどこまで現在を⽣き
る⼈々の幸福を最⼤にしても良いのかという議論に



発展していった。 
  



クラスＡの話し合いの軸になった⼆つの⽴場の象徴的なホワイトボードシートとコメント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クラスＢは全体的に認めない⽅向でグループの話し合いでも、全体の話し合いでもデザイ
ナーズベイビーは認めないという⾵潮で話が進んでいった。このクラスでは、もし、認め
た場合は富裕層有利の格差社会になることと、努⼒が報われない社会になることに対して
不公平感を感じる⽣徒が多くいた。全体の話し合いの中では、平等ではなく、公平な社会
になるように、デザイナーズベイビーを持つ親については、税を負荷させる新たな決まり
を作っていく必要があるなど、社会のあり⽅についてまで考えを深める姿が⾒られた。 
 
クラスＢの話し合いの軸になった⼆つの⽴場の象徴的なホワイトボードシートとコメント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



最後のまとめとして、デザイナーズベイビーを事例に⼈権を保障することについて考え
た。するとどのクラスも平等と公平の違いが軸となり、社会全体の幸福の最⼤化をするた
めに必要なことについて議論することに終着していった。 
クラスＡの板書 
クラスＢの板書 



⽣徒たちの振り返り 
 

 

 
 
 
 
１０ 評価 
・新しい⼈権がどのような対⽴を解消し、新たな対⽴を⽣むのかを社会と個⼈の正義と幸福の

関連性に気づいて、社会全体の正義と幸福を通じて考えることができたか。 
                   （思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度） 
１１ １８歳市⺠⼒の育成に向けての提案 
 １８歳市⺠⼒の育成に向けて、新しい⼈権の単元においては、科学技術の発展と⼈権の
関わりから、ある対⽴を解決するために科学技術が発展すると、新たな対⽴が発⽣するこ
とを実感させることが重要だと思う。その対⽴を解決していこうと主体的に社会に関わっ
ていく必要性を感じさせることが１８歳市⺠⼒の育成につながっていくと考えられる。ま



た、中学校３年⽣段階で倫理リテラシーが担うこととしては、単元に縛られることなく、
⾼校公共段階で取り⼊れられる社会の⾒⽅・考え⽅である「正義」と「幸福」に関わって
くる社会現象での対⽴を多⾯的・多⾓的、ミクロ・マクロの視点などでの分析と議論を⽣
徒たちが積み上げていくことであると考えられる。そのために、研究者や授業者がどの視
点で分析させるかを教材の特徴を捉えながら軸を与えていくことが重要であると考える。 
さらに、倫理リテラシーとしてカリキュラムマネジメントとしては、道徳の価値項⽬Ｂの
⾃分や相⼿に関する教材やＣの⾃分と社会の教材と関連させることができると考える。ま
た⽇本国憲法に定義されている⼈権は約７５年前に成⽴し、硬直化し、社会の変化への対
応が限界に近づいている⽇本国憲法の改正について第９条以外の政治課題として議論させ
ることで政治分野との関連させることができると考えられる。 

⾦原 洋輔（愛知県みよし市⽴南中学校） 


